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（1）

　
湯
西
川
ダ
ム
は
、
昭
和
57
年
４

月
に
着
手
さ
れ
、
今
年
度
末
に
は

事
業
費
ベ
ー
ス
で
約
66
％
の
進
捗

率
と
な
り
、
平
成
23
年
度
の
完
成

を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
湯
西
川
ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
、

本
市
と
し
て
は
、
水
道
用
水
の
取

水
が
可
能
と
な
り
、
鬼
怒
川
流
域

の
洪
水
被
害
の
抑
制
等
の
効
果
が

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
市
か

ら
当
該
事
業
へ
の
負
担
金
と
し
て

昨
年
度
ま
で
に
約
88
億
円
を
投
入

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
新
政
権
が
事

業
を
一
時
凍
結
す
る
と
表
明
し
た

全
国
48
カ
所
の
ダ
ム
事
業
に
当
該

事
業
も
含
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
市
議
会
に
お
い
て
は
、
完
成
を

望
ん
で
い
た
会
派
も
態
度
を
ひ
る

が
え
し
、
住
民
の
意
思
を
無
視
し

て
反
対
の
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
湯
西
川
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
は

本
市
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
事

業
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
わ
が

会
派
が
中
心
と
な
り
、
早
期
完
成

の
た
め
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
今
後
と
も
一
日
も
早
い
完
成

を
望
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
こ
の
事
業
の
是
非
に
つ

い
て
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宇都宮市議会自由民主党議員会では、より多くの市民の皆様の声を

市政に反映させるために、積極的に取り組んでいます。

この「夢・うつのみや」に掲載いたしました記事へのご意見・

ご感想をはじめ、皆様方の声をぜひお聞かせ下さい。

市民に開かれた市議会を目指し、引き続き頑張って参ります。
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―
特
別
支
援
教
育
（
障
が
い

児
支
援
教
育
）
に
つ
い
て
、
移

行
期
引
継
ぎ
を
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ

イ
ル
の
積
極
的
な
活
用
を
含
め
、

ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
乳
幼
児
期
か
ら

の
一
貫
し
た
支
援
体
制
を
確
立

す
る
た
め
に
は
、
幼
稚
園
教
諭

や
保
育
士
も
教
職
員
の
研
修
に

広
く
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
さ
ら
に
研
修
の
充
実
を

図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

伊
藤
教
育
長
　
今
後
は
、
サ
ポ

ー
ト
フ
ァ
イ
ル
に
記
載
さ
れ
て

い
る
情
報
な
ど
を
、
支
援
に
か

か
わ
る
す
べ
て
の
人
が
共
有
し

て
い
け
る
よ
う
、
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
幼
稚
園
教
諭
等
が

系
統
的
・
効
果
的
に
研
修
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

�
平
成
22
年
度
予
算
編
成
に
つ

い
て

①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

②
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

④
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
障
が
い
児
支
援
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

⑤
宇
都
宮
社
会
保
険
病
院
に
つ
い
て

◆
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

①
「
自
転
車
の
ま
ち
う
つ
の
み

や
」
を
活
用
し
た
観
光
振
興

策
に
つ
い
て

②
観
光
戦
略
づ
く
り
の
新
た
な

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

③
観
光
動
態
調
査
の
活
用
方
策

に
つ
い
て

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

②
子
ど
も
の
家
事
業
と
宮
っ
子
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て

　
―
上
河
内
地
域
交
流
館
「
梵

天
の
湯
」
は
、
施
設
の
機
能
を

充
実
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
魅

力
あ
る
交
流
施
設
と
な
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
今

後
の
施
設
整
備
や
運
営
の
あ
り

方
に
つ
い
て
伺
う
。

佐
藤
市
長
　
今
後
、
交
流
館
が

よ
り
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い

た
だ
き
、
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
た
め
に
は
、
施
設
機
能

の
充
実
や
地
域
に
根
ざ
し
た
運

営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

魅
力
が
あ
り
、
市
民
に
親
し
ま

れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
上
河
内
地
域
の
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
構
想
に
つ
い

て
②
中
里
原
地
区
の
魅
力
あ
る
居

住
環
境
の
形
成
と
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い

て
③
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
防
止
対
策

に
つ
い
て

◆
本
市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

①
避
難
場
所
で
の
井
戸
の
確
保

と
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

②
災
害
時
に
お
け
る
広
報
体
制

に
つ
い
て

◆
国
民
読
書
年
と
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

①
来
年
の
「
国
民
読
書
年
」
に

向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
②
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
つ
い
て

◆
学
校
業
務
職
員
の
効
果
と
今

後
の
展
開
に
つ
い
て

①
集
団
化
に
よ
る
効
果

②
機
動
班
の
充
実
、
強
化
に
向

け
て
の
方
策

　
―
宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と

婚
活
に
つ
い
て
、
オ
リ
オ
ン
ス

ク
ェ
ア
の
イ
ベ
ン
ト
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
「
宮
カ
フ
ェ
」

で
の
「
婚
活
」
や
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
婚
活
シ
ー
ト
の
設
置
な

ど
、
行
政
と
企
業
、
市
民
団
体

と
連
携
し
た
取
組
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

佐
藤
市
長
　
ご
提
案
の
結
婚
活

動
の
取
り
組
み
は
、
男
女
に
出

会
い
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
賑
わ
い
の
創
出
に
つ
い

て
も
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
行
政
と
し
て
ど
の
よ

う
な
か
か
わ
り
方
が
で
き
る
の

か
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

の
難
視
聴
対
策
に
つ
い
て

②
宇
都
宮
工
業
高
校
の
移
転
と

校
名
に
つ
い
て

◆
教
育
・
文
化
行
政
に
つ
い
て

①
小
中
一
貫
教
育
実
施
と
地
域

学
校
園
の
課
題
と
取
組
に
つ

い
て

②
地
域
学
校
園
と
学
区
に
つ
い
て

③
屋
台
・
天
棚
の
活
用
に
つ
い
て

◆
市
営
住
宅
使
用
料
に
対
す
る

収
納
対
策
に
つ
い
て

◆
林
野
・
環
境
行
政
に
つ
い
て

①
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
県

民
税
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

②
間
伐
材
の
活
用
に
つ
い
て

◆
イ
ノ
シ
シ
対
策
と
食
材
と
し

て
の
活
用
に
つ
い
て

◆
地
域
産
業
へ
の
支
援
に
つ
い

て
◆
石
那
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
設
置
と
地
域
活
性
化
に
つ

い
て

　
―
本
市
に
お
け
る
米
飯
給
食

を
、
自
校
炊
飯
方
式
に
切
り
替

え
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

給
食
室
の
設
備
の
変
更
や
増
築

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
最
小

限
の
設
備
投
資
で
や
り
方
を
工

夫
す
る
な
ど
、
な
に
か
よ
い
方

法
は
な
い
か
伺
う
。

伊
藤
教
育
長
　
自
校
炊
飯
は
、

多
様
な
献
立
を
用
い
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
ほ
か
、
地
元
米
を

米
飯
給
食
に
取
り
入
れ
生
産
者

と
の
交
流
の
機
会
を
設
け
る
こ

と
で
、
食
育
の
観
点
か
ら
も
大

変
有
意
義
で
あ
る
。
「
業
務
用

電
気
炊
飯
器
」
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
自
校
炊
飯
を
実
施
し
て

い
な
い
76
校
中
73
校
が
給
食
室

を
増
築
し
な
く
て
も
実
施
が
可

能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
電
気
容
量

な
ど
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、

計
画
的
な
導
入
に
努
め
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
広
報
戦
略
に
つ
い
て

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
つ
い
て

・
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
商

品
の
展
開
に
つ
い
て

②
法
務
事
務
に
つ
い
て

◆
観
光
行
政
に
つ
い
て

◆
環
境
行
政
に
つ
い
て

①
低
炭
素
型
地
域
活
力
創
造
事

業
に
つ
い
て

②
レ
ア
メ
タ
ル
を
含
む
小
型
家

電
製
品
の
資
源
化
へ
の
取
組

に
つ
い
て

◆
農
業
行
政
に
つ
い
て

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
推

進
に
つ
い
て

十
二
月
定
例
会
一
般
質
問
（
抜
粋
）

　
上
河
内
地
域
交
流
館
「
梵
天
の
湯
」
の
機
能
充
実
を
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　市民の方から本紙をはじめとする

当会の活動等に関する数多くのご意

見・ご要望等が寄せられています。

　下記にその一部をご紹介します。

◎男性

　市の広報を見たが、市職員の給

与が高い。残業手当があるが、タ

イムカードがないのに、どのよう

にしてしはらっているのか。少な

くてもタイムカードを導入してく

れ。

◎男性

　市内の介護事業所で母がデイサ

ービスを受けているが、非常に対

応が良くない。どこに相談すれば

いいのか。

◎男性

　平出工業団地の産廃施設の件で

あるが、デモなどをして反対して

いる人がいるようであるが、法に

則り毅然として対応してもらいた

い。やみくもに反対しているだけ

で、建設的な反対でないと思われ

る。施設の影響がほとんど考えら

れないところで反対をしているの

は大変情けない。政争の問題にし

てしまっては、本当の関係者がか

わいそうである。

　産廃施設については、施設稼働

後その業者がそのまま事業を継続

して操業をやめないことが望まし

い。やめてしまうと問題が発生す

る可能性がある。操業をしている

間は、ほとんど問題は発生しない

のが今の産廃施設の現状である。

◎男性

　本市における求職者と企業の求

人者数の状況はどうなっているの

か。雇用保険のもらえない失業者

への具体的な取り組みを実施して

いるのか。休耕農地を貸し出しす

るとかして食料確保するようなこ

とも失業者取り組みとして有効で

あると思われるので検討してもら

いたい。

◎男性

　ドクターカーの運行をお願いし

たい。救急車に医師と看護士が乗

り車中で医療行為ができれば重篤

な患者の生存率も高くなると思わ

れる。是非検討していってもらい

たい。

◎女性

　国民年金の滞納整理を10月から

社会保険事務所では民間委託をす

ることになったようである。個人

情報の流出とかいろいろな問題が

生じるのではないか。社会保険事

務所に連絡してもなかなか電話も

繋がらないので、市議会からも要

望してもらいたい。

　別件であるが、街路灯が少なく

て危険なところが多い。特に、環

状線周辺においては、多く見受け

られる。その辺の点検をお願いし

たい。

◎男性

　宇都宮市のＬＲＴ導入計画の実

状と福井市及び富山市の既存の設

備を利用し経費削減を図っており

多くの住民が納得しているＬＲＴ

導入の実状が違っています。県も

市も財政難のおり、莫大な事業経

費がかかる「ＬＲＴ導入推進及び

駅東口整備推進要望」に税金を費

やすことに、一市民として絶対反

対です。県民市民に対して税金を

無駄に使わず、県行政市行政とし

ていかに住民の生活に税金を有効

に活用されることを強く要望いた

します。

◎男性

　民主党は、子ども手当や高校生

無料化や高速道路無料化のために、

国の予算を削る事業仕分けを行う

のは完全に経済論理を無視してい

ます。この手当をやめれば事業仕

分けをしなくてすむのですから。

今こそ、自民党は反対運動をおこ

すべきです。子ども手当も本当に

必要なところに出すべきです。ば

らまきに反対を！

　これからもできるだけ多くのご意見

を掲載したいと思います。

　
平
成
21
年
９
月
30
日
（
水
）

に
宇
都
宮
市
の
交
通
政
策
に
つ

い
て
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
交
通
に
関
す
る
歴
史
や
現
状

に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
交
通

調
査
と
そ
の
解
決
に
向
け
た
各

種
交
通
計
画
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
効
果
的
な
交
通
政
策
を
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　
将
来
の
都
市
交
通
に
つ
い
て

の
予
測
方
法
や
交
通
手
段
選
択

な
ど
、
多
く
の
代
替
案
を
比
較

検
討
し
、
何
が
必
要
で
あ
る
の

か
を
十
分
に
検
討
し
て
い
く
こ

と
。
　
さ
ら
に
海
外
の
先
進
事
例
を

含
め
、
実
社
会
に
お
け
る
交
通

の
長
期
的
な
方
向
性
を
把
握
し
、

持
続
可
能
な
都
市
交
通
の
在
り

方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
。

　
そ
し
て
、
本
市
の
交
通
政
策

に
つ
い
て
は
、
将
来
の
東
西
交

通
軸
を
支
え
る
交
通
能
力
を
有

し
、
住
み
替
え
行
動
を
誘
発
す

る
魅
力
的
な
交
通
機
関
で
、
将

来
の
本
市
の
街
並
み
に
ふ
さ
わ

し
く
、
環
境
に
優
し
く
、
財
政

的
に
維
持
可
能
な
シ
ス
テ
ム
が

必
要
で
あ
る
こ
と
。

 
 

結
論
と
し
て
、
集
約
型
都
市

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
、
本

市
の
交
通
政
策
の
あ
り
方
で
あ

ろ
う
と
い
う
内
容
に
つ
い
て
、

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
交
通
政
策
の
実
現
に
あ
た
っ

て
は
、
本
市
単
独
で
は
困
難
で

あ
り
、
国
や
県
の
考
え
方
、
そ

し
て
補
助
金
な
ど
も
十
分
に
活

用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
関
係

機
関
と
の
調
整
、
情
報
収
集
を

行
い
、
的
確
な
対
応
を
と
る
必

要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
、

医
療
福
祉
部
門
、
経
済
環
境
部

門
、
教
育
文
化
部
門
の
そ
れ
ぞ

れ
が
調
査
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
３
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
行
政

視
察
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
調

査
結
果
に
つ
い
て
は
、
議
会
一

般
質
問
な
ど
で
執
行
部
に
対
し

問
題
提
起
や
提
言
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
の
会

派
内
メ
ン
バ
ー
で
行
政
視
察
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
本

市
の
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
常
任
委
員

会
で
の
討
議
内
容
を
深
め
る
た

め
、
先
進
都
市
の
事
例
な
ど
を

研
究
し
て
い
ま
す
。

　
宇
都
宮
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会
で
は
、

「
研
究
報
告
・
提
言
」
を
ま
と
め
、
12
月
15
日

に
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
会
派
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。



　平成21年11月26日（木）に、「平成22年度宇都宮市予算編成に

関する要望書」を佐藤市長に黒後会長が手渡し、要望書の趣旨

について説明しました。浅川幹事長、渡辺政務調査会長も同行

し要望書の内容、予算編成の考え方等について、市長、岡地総

合政策部長と意見交換しました。

　そして、同日市役所記者クラブにおいて、要望書の内容等に

ついて会見しました。

《要望書の概要》

１．財政の安定と健全な行財政運営を行い、特に景気対策、

更なる行政改革を推進すること。

２．市民協働によるまちづくりの推進などを行い、「住んで

よかったまち、住んでみたいまち　うつのみや」などの

実現を図ること。

３．うつのみやブランドの確立と早期実現、風格あるまちづ

くりの推進などを図ること。

４．安全・安心なまちづくりの強化、人にやさしい環境づく

りなどを図ること。

（4）

掲載致しました記事だけでなく、市民の皆様が

日頃感じている暮らしに関すること等のご意見

・ご要望・ご感想を、身近な議員にもお気軽に

お寄せ下さい。

　　　※名前の後の○数字は期数です。

　「日米ＦＴＡ断固阻止に関する陳情書」が、宇都宮市農業協

同組合、ＪＡうつのみや農政対策協議会から提出されました。

  陳情の趣旨は、「日米ＦＴＡ交渉が開始された場合、必ず農

林水産物の大幅な関税引き下げを求めてくる。わが国の農林水

産業に甚大な被害を及ぼすだけでなく、食料自給率の向上や安

全・安心を望む国民を裏切るものであり、断じて認めることは

できない」とのことでありました。

　わが会派では、この陳情の趣旨を十分認識し、意見書として

採択し関係当局に対して提出することとしました。市議会にお

いては、民主市民連合と統一会派の一部が反対しました。

　平成21年10月26日（月）に、「ＬＲＴ事業に関する緊急要望」

を佐藤市長に黒後会長が手渡し、要望書の趣旨について説明し

ました。

　要望の趣旨は、「ＬＲＴ事業については、地球環境問題や超

高齢社会への対応など、将来の持続可能なまちづくりにふさわ

しい社会資本の整備として必要であるが、現下の行政を取り巻

く環境などを考えると市民への説明を一時先送りすべき」とい

うことです。

　民主党のマニフェストではＬＲＴ事業については、推進との

記載があります。しかしながら、今後のＬＲＴ事業に関する政

府の見解は、まだ明らかにされていません。このような状況の

中では、静観するのが賢明な選択であると思われます。


